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秋
た
け
な
わ
の
季
節
、
何
か

と
行
事
が
多
い
。
こ
の
間
も

様
々
な
催
し
物
に
出
席
し
た
。

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
・
伝
統
行
事

や
地
域
の
催
し
物
な
ど
、
目
白

押
し
だ
っ
た
。

し
か
も
９
月
半
ば
に
は
台
風

ま
で
襲
来
し
、
日
曜
と
重
な
っ

た
た
め
延
期
さ
れ
た
行
事
も
少

な
く
な
い
。

そ
ん
な
こ
ん
な
で
、
日
程
が

重
な
り
「
ど
う
し
た
も
の
か
」

と
、
一
つ
し
か
な
い
身
体
の
処

遇
に
つ
い
て
悩
ん
だ
。
都
合
を

や
り
繰
り
何
と
か
出
席
す
る
こ

と
に
す
る
が
、
掛
け
持
ち
の
た

め
中
途
で
次
な
る
会
場
へ
。

本
当
は
「
こ
ん
な
ん
じ
ゃ
い

け
な
い
の
に
」
と
思
い
つ
つ
。
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古紙配合率100%再生紙を使用しています。

貝

宮
城
県
多
賀
城
市
及
び
塩
竈

市
へ
行
政
視
察
研
修
を
行
っ

た
。研

修
内
容
は
議
会
運
営
全
般

に
つ
い
て
で
あ
る
。

多
賀
城
市
で
は
、
珍
し
い
こ

と
に
１
人
会
派
が
多
数
を
占
め

て
い
た
。
理
由
は
、
同
じ
党
派

で
会
派
を
つ
く
っ
て
い
た
が
、

そ
の
中
で
も
考
え
方
が
違
う
人

が
で
て
き
た
か
ら
と
の
こ
と
で

あ
っ
た
。

議
会
運
営
委
員
会
の
メ
ン
バ

ー
は
、
各
会
派
３
人
に
１
人
の

割
合
で
選
出
。
２
人
以
下
の
会

派
は
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
議

会
運
営
委
員
会
に
出
席
は
で
き

る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

一
般
質
問
に
つ
い
て
は
、
再

質
問
を
含
め
３
回
ま
で
と
の
質

問
回
数
制
限
が
あ
っ
た
。

予
算
・
決
算
特
別
委
員
会
は

議
長
も
含
め
、
全
議
員
で
構
成

さ
れ
、
審
査
日
数
は
４
〜
５
日

を
要
す
る
。

議
会
だ
よ
り
に
つ
い
て
は
、

編
集
委
員
は
各
会
派
か
ら
選
出

し
、
６
名
で
構
成
さ
れ
て
い
た
。

塩
竈
市
は
港
町
で
、
朝
は
ま

ち
全
体
が
忙
し
い
た
め
、
本
会

議
は
午
後
１
時
か
ら
始
ま
る
。

会
派
は
存
在
す
る
が
、
一
般
質

問
に
つ
い
て
は
個
人
制
を
と
っ

て
い
る
。

ま
た
塩
竈
市
は
、
民
間
会
社

の
提
案
に
よ
り
、
平
成
６
年
か

ら
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
に
よ
る
本

会
議
・
特
別
委
員
会
の
放
映
が

始
ま
っ
た
。
現
在
、
加
入
世
帯

数
は
１
万
世
帯
を
超
え
る
。
平

成
９
年
か
ら
は
ラ
ジ
オ
放
送
も

開
始
し
て
い
る
。

今
回
の
研
修
は
、
開
か
れ
た

議
会
を
目
指
す
上
で
、
大
い
に

参
考
に
な
る
研
修
で
あ
っ
た
。

委
員
長

原
口
英
喜

研修風景（塩竈市）

の
認
可
を
受
け
、
水
害
の
防
止

と
地
域
の
生
活
環
境
の
向
上
を

目
指
し
治
水
施
設
と
水
辺
空
間

の
整
備
を
「
釧
路
川
リ
バ
ー
サ

イ
ド
整
備
計
画
」
と
し
て
一
体

的
に
実
施
し
て
い
る
。
市
民
参

加
に
よ
り
計
画
さ
れ
た
た
め
、

市
民
の
関
心
は
高
く
、
清
掃
活

動
を
行
う
な
ど
市
民
と
連
携
し

た
効
果
的
な
維
持
管
理
が
な
さ

れ
て
い
る
。

帯
広
市
で
は
、
市
ま
ち
美
化

サ
ポ
ー
ト
事
業
「
ア
ダ
プ
ト
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
」（
※
10
ペ
ー
ジ

注
参
照
）
に
つ
い
て
研
修
を
行

っ
た
。

公
共
ス
ペ
ー
ス
（
公
園
・
道

路
等
）
を
市
民
が
ア
ダ
プ
ト

（
養
子
に
）
し
、
愛
情
を
も
っ

て
清
掃
・
美
化
活
動
を
行
う
も

の
で
、
他
の
地
域
で
は
行
政
主

導
で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
こ

の
シ
ス
テ
ム
を
、
帯
広
青
年
会

議
所
が
事
業
の
中
核
を
担
う
こ

と
に
よ
り
行
政
・
住
民
・
企
業

の
協
議
で
美
化
活
動
が
進
め
ら

れ
て
い
る
。「
自
分
た
ち
の
町

は
自
分
た
ち
の
手
で
」
と
い
う

住
民
意
識
の
高
揚
に
つ
な
が
る

非
常
に
有
効
な
手
段
と
な
っ
て

い
る
。

ま
た
、
私
た
ち
が
視
察
し
た

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
コ
ー
ス
は
本
年

よ
り
市
民
と
の
協
働
に
よ
り
管

理
・
運
営
が
実
施
さ
れ
て
い

る
。
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
同
好
会
が

主
体
と
な
り
、
草
刈
・
清
掃
・

肥
料
散
布
だ
け
で
な
く
利
用
調

整
の
業
務
も
行
っ
て
い
る
。

市
民
と
行
政
が
協
働
で
公
共

施
設
の
維
持
管
理
と
運
営
を
担

う
こ
と
で
、
生
き
が
い
づ
く
り

と
健
康
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振

興
に
結
び
つ
き
、
経
費
の
軽
減

等
の
メ
リ
ッ
ト
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
今
回
、
先
進
地
を
視
察

し
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
の
筑

後
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
で
非
常
に
参
考
と

な
っ
た
。

研修風景（釧路市）

釧
路
市
で
は
、
国
土
交
通
省

と
合
わ
せ
、
筑
後
市
で
も
大
い

に
参
考
に
な
る
と
思
わ
れ
た
。

難
し
い
ケ
ー
ス
と
し
て
は
、

精
神
疾
患
を
持
つ
親
へ
の
対
応

や
相
手
が
面
会
を
拒
否
す
る
場

合
な
ど
あ
り
、
い
か
に
信
頼
関

係
を
築
く
か
が
最
重
要
だ
と
の

こ
と
で
あ
っ
た
。
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